
2021年度　教育計画年間予定表 2021年3月5日時点 看護部

研修名 日程 時間 目的 担当

静脈血採血・静脈内留置研修 4月10日(土) AM 0.5日 ・根拠をもち適切な静脈血採血・静脈内留置の指導・教育ができる
静脈血採血・
静脈内留置

静脈血採血・静脈内留置研修（実技） 5月8日(土) 1日 ・根拠の基に静脈血採血・静脈内留置ができる
静脈血採血・
静脈内留置

看護研究における統計学の基礎 5月もしくは6月予定 13:30～ ・令和3年度発表部署に対して、統計の概念を理解し、良く使用する検定の方法と選定基準を学ぶことができる 看護研究

実習指導者研修Ⅰ 6月14日(月) 1日 ・学生を理解し、実習指導者の役割を理解する 臨床指導者研修

プリセプターフォローⅠ 8月5日(木) 1日 ・プリセプターとしての今後の行動を明確にする 新人教育

看護補助者研修
（理念・個人情報）

8月19日(木)
PM

2ｸﾞﾙｰﾌﾟに分けて
1Hずつ

・医療チーム及び看護チームの一員としての看護補助業務を理解する
・医療現場の守秘義務、個人情報の保護について理解する

看護部

看護過程 9月2日(木) 1日 ・講義、グループワークを通し個別性を重視した看護過程を展開し、発表に向け準備ができる。 看護記録

がん看護研修
免疫チェックポイント阻害薬の

副作用とケアについて

9月9日（木）または
9月21日（火）

17：30～
1H

・免疫チェックポイント阻害薬の特徴と免疫関連有害事象の観察ポイントを理解しケアに活かすことができる
がん化学療法
認定看護師

がん看護研修
脱毛とケアについて

10月日21（木）または
10月28日（火）

17：30～
1H

・がん化学療法による脱毛のメカニズムと患者に与える影響を知りケアや看護に活かすことができる
がん化学療法
認定看護師

プリセプターフォローⅡ 11月4日(木) 1日 ・プリセプターとしての任期内の行動を明確にする 新人教育

スピリチュアルケア 12月9日(木) PM　1H ・スピリチュアルケアとはどのようなケアなのかについて学ぶ
緩和ケア

認定看護師

実習指導者研修Ⅱ 12月13日(月) 1日 ・実習指導を振り返り、今後の課題を明確にすることができる。 臨床指導者研修

卒後2年目看護過程事例発表会
リハーサル

2022年2月9日(水) 1日 ・発表原稿、パワーポイントのスライド資料をまとめ、不安なく発表会に臨むことができる。 看護記録

卒後2年目看護過程事例発表会 2022年2月26日(土) AM 0.5日 ・看護過程を通して受け持ち患者への看護を振り返り、発表することができる。 看護記録

新任プリセプター 2022年3月3日(木) 1日 ・プリセプターの役割を理解する 新人教育

新任サポーター 2022年3月11日(金) AM 0.5日 ・サポーターの役割を理解する 新人教育

スキルアップ研修 未定（年度後半予定） 未定 ・看護師としての必要な知識・技術のスキルアップを図る 継続研修

おむつマイスター①
（基礎講義・実技指導）

時期未定 1.5H

おむつマイスター②
（筆記試験・実技試験）

未定 1.5H

管理者接遇研修 未定 ・看護管理者として接遇の知識を習得する 看護部看護管理者

ステージⅢ以上

対象

ステージⅢ以上

 ①褥瘡リンクナース（昨年マイス
 　 ターを取得していない者）
 ②各部署ステージⅢ以上の
  　看護師

プリセプター

プリセプター

ステージⅢ以上

看護補助者

令和3年度発表部署

・紙おむつの基本的な知識を身につけることができる
・おむつの装着に対して充分な技能を身につけることができる
・マイスターを取得することにより、おむつに対する意識向上を推進するためのリーダーシップが発揮できる

褥瘡対策

実習指導者未経験者でかつ
2021年度実施予定のある看護師

ステージⅢ以上

卒後2年目

全看護職員

全看護職員

ステージⅢ以上

全看護職員

2021年度実習指導者研修Ⅰを
受講した看護師

卒後2年目

卒後2年目

専門職業人として看護倫理と科学的根拠に基づき、

社会のニーズに応える看護を実践できる人材を

育成する

教育

理念
・豊かな人間性、創造性を持つ看護者を育成する

・安全で専門性のある看護ができる看護者を育成する

教育

目的
・知識に裏付けされた安全・安楽な技術を患者に提供できる ・看護実践を科学的視点から捉えることができる

・看護実践を倫理的視点から考えることができる ・チーム医療での円滑な人間関係を築くことができる

教育

目標



2021年度　教育計画年間予定表（新人看護師） 2021年4月2日時点 看護部

研修名 日程 時間 目的 担当

感染対策 4月3日(土) AM　3H
・感染予防の基本である標準予防策「手指衛生」について理解し、重要性を学ぶ
・個人防護具の必要性（感染予防について）を理解する

ICTリンクナース

看護記録 4月15日(木) 1日 ・院内看護記録基準に沿った看護記録の方法を学ぶことができる。 看護記録

NST新人オリエンテーション 4月19日（月）～5月14日（金） 未定 ・当院におけるNST活動と栄養に関する技術・知識を深める NSTリンクナース

電子クリニカルパス操作 4月20日(火)
AM

0.5日
・クリニカルパスが理解できる
・電子パスの操作方法が理解できる

パスリンクナース

医療安全 4月22日(木) 9:00～ ・安全な医療を提供するために、当院での医療安全管理体制を学ぶ 医療安全リンクナース

静脈血採血・静脈内留置研修（講義） 5月7日(金)
AM

0.5日
・根拠の基に静脈血採血・静脈内留置ができる 静脈血採血・静脈内留置

静脈血採血・静脈内留置研修（実技） 5月8日(土) 1日 ・根拠の基に静脈血採血・静脈内留置ができる 静脈血採血・静脈内留置

看護必要度 5月18日(火) AM　2H ・看護必要度の目的と正しい評価方法を理解する 看護必要度

5月24日(月) AM　1H講義

5月29日(土)
AM

5ｸﾞﾙｰﾌﾟに分けて
30分ずつ演習

ハイリスク薬・病棟薬剤師業務と
注射薬配合変化について

6月2日(水)
AM

0.5日
・病棟薬剤師業務（注射薬配合変化・持参薬）について学ぶ
・ハイリスク薬と消毒薬について学ぶ

薬剤部

リハビリテーション 6月2日(水)
PM

0.5日
・起居、基本動作の基礎と介助方法を学ぶ
・嚥下、摂食の基礎を学ぶ

リハビリテーション科

中心静脈ポート管理について 6月5日(土)
AM

0.5日
・中心静脈ポートの適切な管理・技術が習得できる がん化学療法認定看護師

夜勤オリエンテーション 6月17日(木)
PM

0.5日
・睡眠の必要性、夜勤のイメージを知る 看護部

急変対応 6月24日(木)
AM

0.5日
・急変時に必要な物品や物品保管場所、メンバーの役割がわかる 救急看護認定看護師

緩和ケア 6月29日(火)
PM

0.5日
・緩和ケアとはどのようなケアなのかを学ぶ 緩和ケア認定看護師

がん化学療法看護 7月3日(土)
AM

0.5日
・がん化学療法看護について理解し、正しい知識・技術で患者支援や抗がん剤投与を実践できる がん化学療法認定看護師

フォローアップⅠ 7月19日(月) 1日 ・報告・連絡・相談の重要性を再確認する 新人教育

褥瘡の基礎知識 7月27日(火)
 ①9：00～11：00
 ②13：00～15：00
※2グループに分けて実施

・当院で行われている褥瘡に関する取り組みを知る
・褥瘡予防マットレスの特性を知る
・褥瘡の基礎を学び、看護実践に活用できる。

褥瘡リンクナース

多職種連携による患者支援について 7月28日(水)
PM

0.5日
・医療福祉相談室・退院支援室の業務と役割を理解でき、退院支援等、多職種による患者支援の重要性を学ぶ 総合支援センター

臨死期のケア（看取り・エンゼルケア） 8月24日(火)
PM

0.5日
・終末期～臨終時、エンゼルケアについて基礎知識を学び、どのようなケアが行われるのかを学ぶ 緩和ケア認定看護師

KYT
8月26日（木）・27日（金）

半数に分けて
AM

0.5日
・事故を未然に防ぐための危険を予知する能力を身につけることができる 専従リスクマネージャー

座談会 ①
8月26日（木）・27日（金）

半数に分けて
PM

0.5日
・夜勤業務の体験を通し、現在の気持ちを表出することができる 看護部

フォローアップⅡ 10月29日(金)・30日(土) 1.5日 ・様々な状態にある患者の看護援助を考察する 新人教育

BLS 12月2日（木）・12月24日（金）
各日

①AM　②PM
・院内で発生する急変患者に対して、心肺蘇生が必要な状態を判断でき安全で確実なBLSを実施できる 救急看護認定看護師

座談会 ②
12月20日（月）・21日（火）

半数に分けて
PM

0.5日
・夜勤業務の体験を通し、現在の気持ちを表出することができる 看護部

フォローアップⅢ 2022年2月17日(木) 1日 ・1年間を振り返り、自己の成長・今後の課題を考察する 新人教育

講堂

講堂

講堂

講堂

各部署

講堂

各部署

講堂

講堂

講堂

講堂

講堂

講堂

講堂

講堂

講堂

医療機器の操作

講堂

講堂

会場

講堂

講堂

講堂

講堂

講堂

講堂

・医療機器を安全に操作するための基礎を学ぶ 臨床工学科

各部署

講堂

ME室

専門職業人として看護倫理と科学的根拠に基づき、

社会のニーズに応える看護を実践できる人材を

育成する

教育

理念
・豊かな人間性、創造性を持つ看護者を育成する

・安全で専門性のある看護ができる看護者を育成する

教育

目的
・知識に裏付けされた安全・安楽な技術を患者に提供できる ・看護実践を科学的視点から捉えることができる

・看護実践を倫理的視点から考えることができる ・チーム医療での円滑な人間関係を築くことができる

教育

目標


